
日本キャリア教育学会主催                     2016 年 6 月 10 日 

第 34 回研究セミナー開催のプログラム 

テーマ アジアのキャリア教育研究の動向から日本の研究課題を考える 

－JSSCE と ARACD の連携に向けて－ 

 

 昨年秋に、本学会は IAEVG 国際キャリア教育学会日本大会を『予期せぬ力を乗り越えたキャリアの

再構築』をテーマといしまして開催いたしました。また、この国際大会は、日本キャリア教育学会がそ

の設立時からサポートしてきた ARACD（Asian Regional Association for Career Development：アジ

アキャリア教育研究団体）の第 11 回大会も兼ねており、アジアのキャリア教育研究にも多数ご参加い

ただき、活発な討議がなされました。今後、当学会は、キャリア教育研究のさらなるアジアネットワー

クの発展に向けて、2017年の韓国での第 12回大会に向けてサポートを継続していくことになりました。 

 今回の第 34 回研究セミナーでは、昨年秋に開催しましたこの IAEVG 国際キャリア教育学会を受け

まして、特に、アジアのキャリア研究と教育の動向、アジアネットワークの動向を報告していただき、

グローバル社会における日本におけるキャリア教育研究の課題をじっくりと考えていきたいと思って

おります。なお、今回は研究セミナーとしては初の試みとなりますが、アクティブラーニング方式（グ

ループ討論方式）を用いて、意見交換と討論を行っていきます。今後のキャリア教育研究や教育実践の

方向性と可能性について探っていく機会になりますよう願っております。 

 

        日本キャリア教育学会 関東地区部会代表 海藤美鈴 ／ 実行委員会 横山明子 

(申込先) jssce34seminar@gmail.com  

 

・開催日程 2016 年 6 月 18 日（土） 13：30～17：00 

・開催会場 帝京大学・板橋キャンパス     大学棟本館 ２０８教室 

 （〒173-8605 東京都板橋区加賀 2-11-1）     

 （新宿・池袋から（あるいは大宮・赤羽から）JR 埼京線「十条駅」下車 徒歩約 10 分） 

・資料代 1000 円 

・研究セミナーのタイムスケジュール 

 6 月 18 日（土） 

13：00～13：30 参加者受付   

13：30～15：00 話題提供     

１．インド・インドネシアのキャリア研究の動向－IAEVG アジアシンポジウムより－ 

   下村英雄（労働政策研究・研修機構）  

2．韓国・シンガポールのキャリア教育の動向 

   三村隆男（早稲田大学） 

3．日本の研究課題を考える 

      京免 徹雄 (愛知教育大学) 

   15：10～16:30 

  大会参加者による意見交換と発表 

   16：30～17:00 

    話題提供者からのコメントと協議 



面接会場・研修会場（帝京大学板橋キャンパス）までのアクセス 

 

●JR埼京線「十条駅」下車、徒歩約 10分 

●JR京浜東北線「王子駅」下車 国際興業バス 6番のりば：板橋駅行 10分「帝京大学病院」下車 

 

＊埼京線は、澁谷・新宿・池袋・赤羽から乗車できます。 

キャンパスの最寄り駅は、十条です。（澁谷－新宿－池袋－板橋－十条－赤羽－大宮） 

＜十条駅からの場合＞ 

埼京線十条駅下車 徒歩 10分程度です。 

十条駅で下車し、改札を出て左折し都道 455号へ出て右折します。 

そこからしばらく直進しますとセブンイレブンがありますので、そこを左折してください。 

そのまま住宅街を抜けて直進し、帝京大学前の信号を右折し、少し進みますと大学棟本館の入り口

（50周年のロゴが掲げてあります）があります。そこからお入りください。そのフロアがセミナー

会場と同じ階の 2階になります。 

なお、お食事などをおとりになりたい方は、キャンパス内の 1階に、コンビニや軽くお食事ができ

るお店などがございます。 

 

 

 

https://www.teikyo-u.ac.jp/access/itabashi.html 

帝京大学前 
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